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■従来の防火ダンパーと 弊社「 Ｆ Ｄ -Ｐ ６ ０ 」 の違い
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■　 重　 量　 ： 約３ ８ ｋ ｇ ／㎡・ ・ ・ （ 従来型の約２ 倍） 　

■　 主要材　 ： 高耐食めっ き 鋼板（ Ｚ Ａ Ｍ鋼板）

■　 表面処理： めっ き 層を 黒色化し た「 黒Ｚ Ａ Ｍ」 素地

■　 構　 造　 ： 温度ヒ ュ ーズによ る 可動羽根式（ 溶解温度70℃）

■　 防火性能： 防火設備の構造方法を 定める 告示第1369号に適合

　 　 　 　 　 　 　 （ 告示認定ですが高温での遮炎性能を 確認） ※３

　 　 　 　 　 　 　 ②枠から 部品が飛び出さ ない内臓タ イ プ

■　 開口率　 ： ６ ０ ％（ So/P＝30/50） ※中間部

■　 見込み　 ： ７ ０ 見込

　 　 　 　 　 　 　 ③高温時の熱伸び吸収の軸隙間を 確保

　 　 　 　 　 　 　 ④軸部の漏炎抑止と し て竪枠掛かり 代の確保

　 　 　 　 　 　 　 ⑤更に軸部の漏炎対策と し て可動遮炎板を 採用

■　 重　 量　 ： 約１ ９ ｋ ｇ ／㎡・ ・ ・ （ 軽量）

■　 主要材　 ： 溶融亜鉛めっ き 鋼板（ ペン タ イ ト 鋼板）

■　 表面処理： 錆止め塗装ま で（ 現場仕上塗装別途）

■　 構　 造　 ： 温度ヒ ュ ーズによ る 可動羽根式（ 溶解温度70℃）

■　 防火性能： 防火設備の構造方法を 定める 告示第1369号に適合

　 　 　 　 　 　 　 （ 告示認定ですが高温での遮炎性能は未確認） ※１

■　 開口率　 ： ３ ４ ％（ So/P＝17/50） ※中間部

■　 見込み　 ： ４ ０ 見込

　 　 　 　 　 　 　 ②枠から 取付部品が露出し て危険 ※２

　 　 　 　 　 　 　 ③高温時の熱伸び吸収の軸隙間が小さ い

　 　 　 　 　 　 　 ④軸部の漏炎抑止と し ての竪枠掛かり 代が小さ い

　 温度ヒ ュ ーズ
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※２ ： 防火設備が閉鎖し た際に取付部品( ヒ ュ ーズや連結アーム 等)

　 　 　 が露出し て危険なため法規に抵触する 可能性があり ま す。

　 　 　 （ 防火設備の構造方法を 定める 建設省告示第1369号他）

7
0

4
0

7040

従来の防火ダンパー： ＜建築Ｆ Ｄ ＞ Ｆ Ｄ －Ｐ ６ ０ ： ＜建築Ｆ Ｄ ＞【 意匠登録・ 実用新案登録】

＜本製品はアルミ ガラ リ の防火設備と し て使用する 建築Ｆ Ｄ ですが、 建築Ｆ Ｄ でのダク ト 接続は設備の法規や指針に抵触し ま すので設備Ｆ Ｄ ( 設備工事) をご使用下さ い＞
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■　 備　 考　 ： ①黒Ｚ Ａ Ｍ使用によ り 閉鎖不具合のリ ス ク を 低減■　 備　 考　 ： ①錆や再塗装によ る 閉鎖不具合のリ ス ク が大き い

※３ ： 国土交通大臣が定めた構造を 用いている ため建設省告示第

　 　 　 １ ３ ６ ９ 号適用によ り 特定防火設備と なり ま すが、 認定性

　 　 　 能評価機関において評価試験に準じ た方法での性能試験を

　 　 　 ( I SO 834に準拠し た加熱曲線に沿っ て最高945℃での試験）

　 　 　 行ない６ ０ 分間の遮炎性能を 実証し ま し た。

　 　 　 が定めた構造を 用いている ため建設省告示第１ ３ ６ ９ 号適用

　 　 　 回転軸の端部隙間が大き いと 端部から 漏炎の危険性があり 、

　 　 　 回転軸の端部隙間が小さ いと 熱伸びから の座屈によ り 羽根

　 　 　 高熱での性能試験を 行っ ていないも のは大き な熱伸びを 考慮

　 　 　 によ り 特定防火設備と なり ま すが、 表面が赤色化する ほど の

　 　 　 材中央部が反っ て隙間ができ 漏炎の危険性があり ま す。

※１ ： ３ ０ 年以上前から 使用さ れている 従来のＦ Ｄ は国土交通大臣

　 　 　 さ れておら ず遮炎性能が不確かな製品と なり ま す。
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小方立横断面図

横断面図

温度ヒューズ

溶解温度70℃±2℃

小無目竪断面図

（Ｈ＞２.０ｍ）

竪断面図

ＦＤ内観図1/10 有効開口率６０％
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内観右上端部詳細

取付孔:φ4.5

70

高耐食溶融めっき鋼板「黒ＺＡＭ®」※　板厚１.６ｍｍ　　（表面のめっき層を黒色化したＺＡＭ鋼板）

遮炎装置付き高性能防火ダンパー：ＦＤ－Ｐ６０

錆止塗装不要、仕上塗装不要、高開口率＆遮炎装置を備えた窓用防火ダンパー

主　材　料

製　品　名

特　　　徴

特定防火設備（１時間耐火）性　　　能 重量：約３８ｋｇ/㎡

・建築ＦＤでのダクト接続は、設備の法規や指針に抵触しますので設備ＦＤ(設備工事)をご使用下さい。注 意 事 項
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ｼﾌﾞﾀﾆ:DG-2(ｼﾞﾝｸﾛﾒｰﾄ)

<閉鎖用スプリング>
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〖意匠登録・実用新案取得〗
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内観中央下部詳細
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溶解温度70℃±2℃

5

外枠結合部

〖回転羽根・閉鎖時〗
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※ 「ＺＡＭ®」は、日本製鉄株式会社が開発した溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板の商品名です。（黒ＺＡＭを標準としていますが、一般のＺＡＭでも製作可能）
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〖可動遮炎板・開放時〗

〖可動遮炎板・閉鎖時〗
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<作図注意事項>
1.鋼製建具ですが規格製品ですので、枠形状等は変更しないで下さい。
2.躯体との隙間はモルタル又は鉄板で塞ぐかロックウール充填して下さい。
3.火災時の脱落防止としてアンカー溶接か鉄板で躯体と結合させて下さい。

小方立

7
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枠見込：７０ｍｍ有効開口率：６０％

So=30

32.5
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・ＦＤ枠の止水性能はありませんので、外部窓（アルミガラリ）と併用をお願います。

△2021.02.25　改良型の試験結果より、遮炎板形状と最大Ｗ寸法を変更しました。
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100 100 100

有効Ｗ＝ＦＤＷ
有効Ｈ＝ＦＤＨ－６０　(最大損失時)

①単窓製作範囲：200≦Ｗ≦950、200≦Ｈ≦2000

有効Ｗ＝ＦＤＷ－１００(小方立損失)
有効Ｈ＝ＦＤＨ－６０　(最大損失時)

③小方立付２連窓製作範囲：950＜Ｗ≦2000

有効Ｗ＝ＦＤＷ
有効Ｈ＝ＦＤＨ－１８０(最大損失時＋小無目損失)

②小無目付２段窓製作範囲：2000＜Ｈ≦2300

有効Ｗ＝ＦＤＷ－２００(小方立損失)
有効Ｈ＝ＦＤＨ－６０　(最大損失時)

④小方立付３連窓製作範囲：2000＜Ｗ≦3050

・国土交通大臣が定めた構造を用いているため、告示1369号適用により特定防火設備となります。＜例示仕様＞

・認定性能評価機関において評価試験に準じた方法で性能試験を行い、Ｗ950×Ｈ2000 の遮炎性能を実証。 ※外部窓が段窓や連窓の場合は、分割の無目方立詳細図を参照下さい。

※上記寸法は外部窓(ガラリ)が単窓の場合のＦＤ製作範囲となります。


